
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本物に触れる 感性の育み 

 副校長 千葉 潤子 

 梅雨時の蒸し暑い日が続いています。校庭の周りに

は、紫陽花が咲き、児童の朝顔やトマトの鉢が取り囲

んでいます。どの鉢も葉がいっぱいに生い茂り、すく

すくと育ってきています。 

 今年最初の学校公開は、いかがでしたでしょうか。

多数のご参観ありがとうございました。 

２日目の６月２６日（金）には、道徳授業地区公開

講座を開催しました。全学年が一斉に５校時に道徳の

授業を実施後、会議室で講演会を開きました。牛込第

三中学校校長の中込友則先生をお迎えして、「生命の大

切さ 生きるということは・・・ 」のテーマでお話

しいただきました。授業も全学年の発達段階に応じて

生命尊重に関わる内容でテーマにせまりました。 

 さて、学校では、各学年に校外における様々な体験

学習がありますが、６月は美術鑑賞教室に行ってきま

した。毎年、新宿区では４年生を対象に区内の美術館

の休館日である月曜日に貸切で本物の有名な芸術家の

作品を堪能させてもらっています。今年はユトリロと

ヴァラドン展でした。このような恵まれた環境の中、

幼いうちから歴史に残るすばらしい画家の作品に実際

に触れることは何よりも芸術的な感性を育むきっかけ

となることでしょう。この鑑賞は、目で楽しむだけで

はなく、対話式美術鑑賞という取組で、学芸員の方が

大勢で支援してくださります。子どもたちは６～７人

の小グループで説明を聞いたり、質問をしたり、対話

しながら様々な絵画を味わう学習です。津久戸小の子

どもたちは活気に満ちた、のびのびとした発想で、一

人一人が自由につぶやいていました。子どもたちは多

いに楽しんだようです。実施後の感想にも好きな作品

を選び、幼いながらも十分に心で味わえた思いがつづ

られていました。大人の発想を遥かに超えた視点での

絵画の見方に、なるほどと思わせられる創造的な発想

やイメージがたくさんありました。学芸員の方からも

柔軟な発想や表現のレベルの高さを大変褒められまし

た。子どもたちの感性は間違いなく育まれているなあ

と感心しきった幸せな時間でした。 

  

 

 

 

道徳授業地区公開講座を終えて 

道徳部  

 

 道徳授業地区公開講座は、学校・家庭及び地域社

会が連携して子供たちの豊かな心を育むとともに、

小中学校等における道徳教育の充実を図ることを目

的として開催しています。  

 今年度は、６月２６日（金）の５校時に「生命尊

重」をテーマに、全クラスで授業を行いました。こ

の「生命尊重」は本校の道徳教育の重点項目の一つ

となっています。道徳教育は、学校の全ての教育活

動とかかわっています。今回の公開講座だけではな

く、学校生活の中でも、命を大切にする気持ちを育

んでいきたいと思います。 

 道徳の授業のテーマは、生命尊重だけに限りませ

ん。「自分に関すること」「他人とのかかわり」「自然

や崇高なものとのかかわり」「集団と社会とのかかわ

り」の４つの視点の中から、年間計画や学年・学級

の実態に合わせて、様々なテーマで学習していきま

す。お子さんが持っている副読本「私たちの道徳」

や「東京都道徳教育教材集」にも上記の視点に合わ

せた詩や物語が載っています。ご家庭でも折に触れ

てページをめくっていただき、一緒に読んだり話し

合ったりしてみてください。  

 

水泳指導について 

 体育的行事    

今年度の水泳指導が６月２２日（月）より始まり

ました。学校では、健康や安全に注意して、きまり

を守り、楽しく水泳ができる習慣や態度を身に付け

ることをねらいとしています。それを踏まえたうえ

で、各学年の目標（低学年『水遊びや浮く・もぐる

遊びを通して水に親しむ』、中学年『浮く・泳ぐ運動

で浮き方やけ伸び、呼吸をしながら初歩的な泳ぎを

することができる』、高学年『クロール・平泳ぎの泳

法を身に付け、より長く泳ぐことができる』）をもと

に取り組んでいきます。一人一人が積極的にチャレ

ンジし、力を伸ばしていってほしいと思います。  

 水泳は大きく体力を使う運動です。水泳指導のあ

る日は、朝食をしっかりとり、十分な健康観察を行

ってください。水泳カードの検温の記録と、押印ま

たは保護者のサインを確認した

うえで、お子さんに持たせるよ

うにしてください。  

 

 

平成２７年７月１日 

日日 

７月号 

学校だより 

新宿区立津久戸小学校 



【学年の窓から・・・２年生】 

２年１組  

２年生は、１組と２組の教室が離ればなれになって

いる唯一の学年です。でも、その間の廊下には一緒に

世話をしているザリガニがたくさんいて、水槽を覗き

込みながら、仲良くザリガニ談義に花を咲かせていま

す。生き物好きの上級生が交ざるなど、ちょっとした

社交場になっているようです。 

 教室には、卵から孵った子ザリガニがいて、一人一

匹ずつ１年生の時から育てています。「僕のは」「私の

は」と情報交換したり成長を喜んだりしています。 

先日、新宿中央公園でザリガニ釣りを体験し、学校

に持ち帰りました。１年生にザリガニのことを教えて、

飼えるようにしてあげたいという思いからです。 

 ザリガニと仲よくなりながら、色々な人たちとも仲

よくなれる子どもたちです。 

 

 

２年２組  

２年２組は、４月の始めに「すぐにごめんねが言え

て、けんか・いじめのないクラス」「優しくて、裏表が

なくて、協力し合って活動するクラス」という２つの

学級目標を立てました。子供たちの発案で、目標に向

かい走る姿を一人一人が描き、教室に掲示しています。

算数の教え合い活動では、友達に優しく教えてあげる

姿や、「教えてもらったおかげで、魔法がかかったみた

いにわかったよ。」という嬉しそうな声も聞こえてきま

した。毎日の給食も、食缶を空っぽにするぞと張り切

って食べています。日々、目標達成を目指して皆で前

進していきます。 

 

 

７月の生活目標 

    『身の回りのものを大切に使おう。』 

・教室や廊下をきれいにしよう。 
・みんなで使うものを大切にしよう。 

・後かたづけをきちんとしよう。 

・学期のまとめをしよう。 

 


